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保育園行事参加など親ζしての社会的活動と育児休暇に関する調査

母子保健研究部 齋藤幸子

要約

　親が参加する必要のある保育園や学校の行事、P　TA活動などを総じて「子育てに必要な親の社会的活動準と

概育児休馳め関連でアンケ 一ト調査を行なった…カ所の保育所磯を堺1こ527人の噂得て・、物

した結果は以下のとおりである。

行事な～の回数に対しては・その必難ゆえ忍1貫脚こ捉魍親撚半で南つ煙・その轡に「仕事を休む

のは当然」と考える親は約半数であった。一
　育児休暇・．育児時間制度の必要性は84％の親が認めたが、制度ができても、聯場φ理解が得られなければ、

実際は休み難かっ効、特に父親琳み1こくい懸念編り・神ゆために体駐昂ことが湧女い弾も当

たり前ど》・う社会全体の意識め変化炉望ま塵る。

見出し語 ：育児休暇 、育児時間、”保育園行事、学校行事、P　T　A活動、

Pareh記al． P蜘“ipati・岬甲yNurs“ryandSch・01Eyents；AStudyon
childca士¢Leave

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sach　iko　SAITO

Abstra亡t
P虹ents・fchi1富enatten晦φynu∫serie卿κ騨 in aquesu・nnairesurv解bgut

血e江rp㎝ticipaU・nin加rs“τy卸sch・・1aヒt剛年餌、、恥e．s鱗Plec・nsistedof5～7Pπe募ts

from10daynurserieミ・、

丘er6sultsshqw8d
that 飢th・“9瞬㏄tp鋤ent≦felt－thenumb今r・feyentsatday

nUrserie帥asapPr・pri参t♀， 6nlyab・uth飢fth・ughtitwasnatur瓠㎝dreasgnab1金t・t奥ke
adayQξffr・mw・羊k、tQattendsゆevents・．M。stp町ents（概）w鱗eds・mesystemf・r
亡hi亙dCare　leave，，but　notgdt紅at　it　ls』difficult　now　to　take　Ume　off　for　childrearing　with　out

訊pprov叫from　theworkplage，particu1肛1yfor　fathers，For　the　sak“ofour（：hildren　it

apP鰹繭s二rable血a騨i飢知tud今sch㎝geregarαngch隻1伽eleavefo「men飢d
WO卑餌・、、… ．　F

Keシwφτds斗鯉鰍eleave・助nurseてyevents・ P仏・P訂ent亘ng・財1ych繭ood』

一187一



日本総合愛育研究所紀要　第32築

母の労働条件、 育児のための休暇制度に対する意見も

求めた。購査場所は東京都2カ所、川崎市4カ所、、松
戸市4カ所、”＝計iすカ所の私立保育園で、アンケート『

は園塗通して」世帯に 1部を配布、回収した。

　調査時期は壇95年；O月～1996年1月である。

　　　　　　1　研窄目的　　　　　　25～29歳15．4％、30～34歳40・8％、35～39 歳25．8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％・40～44歳7．4％・45歳以上2．5％、不明6．3％、
　働く親が子どものために仕事を休まざるをえない理　平均年齢33，5歳であった。

由は様々である。 しかし、たとえ子の病気が理由であ 子どもの数1まぐ1 人が4q4％、2人45ρ％、3人
っても、休みヒくいのがわが国労働者め実情であるD。　i3．9％、4入0，8％。527世帯の子ども総数は922名、

　特殊な例ではあるが、スウェーデンでは、親は子ど　平均子ども数は1．75人。子どもの通っているところ

もが「病気の時」のみならず、「学校訪問のための休　でみると、ひとりっ子を除けば、小学生と保育園児が

暇』も翠められている2）。子どもの教育や保育、心　　両方いる世帯が多い。

身の健康に関わる施設を訪れ連携を密にすることは、

就労の有無を問わず親として当然必要な行為であり、　1．回答者の就業状況
昨今の虐待、いじめ、体罰といった子どもを取り巻く　　職業ほ母親が会社員27，9％、教員7．4％、保母3，8％、

問題を鑑みれば・ますますその必要性が高まっている。看護婦10，1％、その他のフルタイム職員13．5％でフ

　ー方、働く親1；は働いているがゆえに必要な活動と ルタイムの合計61！7％。これに対し、パートタイム
して・剛え礒保育行政べの働きかけ・．共同保膏や学童　職員は21，3％、 自誉業8．5％、 そΦ他6，3％、 不明・非
保育の運営などの負担が生じるが、その実態は明かに　議当2．3％であった。

されていない。　　　　　　 　　　　、　　　　　父親は会社員58．4％、教員5．7％、その他のフ）レタ

　本稿は、上記のような親が子の養育上参加する必要1イム職員9．1％で1フルタイムの合計は73，2％。
パー

のある保育園や轍婿脚働鮨動を総じて締ト舛ム職員・・9％・自営業・2・5％・初也4・％、』木
てで必要なr 親としでの社会的活動∫ 注）と 称し、働　　明・非該当φ．1％であ6た。

く親がどのように仕事と育児とそれに伴う社会的活動　』勤務時聞に：つし・ては、く始業時刻と残業を含善終業

のバランスをとって、生活を営んでいるのかを調べ、　時刻の日々の変動＞、ラレックス制めようにある程度

より豊かな子育てを行うための社会的支援のあり方を　りく勤務時間の変更＞の自由がきくかを質問し、母親

考える資としたい。　　　　　　　　　　　　　　 について職業別に表1 仁示した。 フルタイムと六L

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トで比較するとく日々の勤務時間の変動＞は差がなく、
注）NHK国民生活時聞調査弓）によれば・PTみ活動は社　　共に「毎日大体同じjが約70％であるが、く勤務時

会活動に分類されている。　　　　　　　　　　　　　聞の変更＞は「自由にできる」がフルタイム4．0％、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パート8．g％、　「多少できる」獄フルタイム26．8％、

　　　　　　　n 研究方』法 　 六』ト離とバ」トFと舳がき繍蝋㍗1智
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　父母間で差が認められたのは、く日 々グ）勤務蒔間

　首都圏で保育園に子 どもを預けて働いている親を対　の変動＞で、　「毎日大体同じ』が父36．1％に比べて

象にアンケート調査を行い、保育園の行事など公的に　母は63，0％と多く、「日によってかなり異をる」
は

親として参加する螺のある寺とにかカ・る輔の日数・父が247％と母8．5％に比べて多い．〈勤鵜渤委・

回数を鰍る・鵯育児のための麟り度を含醜更＞は・ 父母間では顕著な葦は鋤拠ず・ 嘩奪

・皿

調査結果

　配布数879に対し回収541（回収率61．5％）、有効

回答527について集計、検討した。
　回答者は究｝i母4轡0人 （93．0％）、父29人（5．5％）、

その他8人（1・5％）。回答者の年齢は20～24歳1．9％、

い」 が母53・1％・父552％と．過半ゑを占めたP。

　く日曜覗祭日に仕事をするか＞では、 r而．もサ
る」母＄．0％、・・父珍』3％、　「時々する’』』母55一．5％、r父

53、7％。＜夜勤の有無＞で‘よ「あわ』が毎gl＄％ぐ父

掘％液勤あり9＜一カ月の徽薗数》は母6・無
父7．7回≧ なっている。く’1週間あ合計労働時間 ＞は1

母38・6時間（回答数434） ・衆5211時間・（回答数495）。

＜職場まで片道め通勤時間＞は母32 ．6分r（回答数』1㌧』

495）・46．3分（回答数455）と仕事のための拘束時・

間は1日平均およそ9時聞と12時聞で父の方が長い。
　以上、勤務にかかる拘束時間と勤務時閏帯をみる・と～

後述する自由記載で保育需要として、土日、祭日、延
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長保育の希望が多ぐあげられた理由が分かる。　　　　見ると昇進などでデメリットがあると思う』は4・9％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と少数であった。しかし、第2位は「職場で非難され

2．子育てで必要な親の社会的活動について　　　たり、迷惑をかける・ので気を使う」が302％はあり、

　過去1年間に子どものために、親が参加する必要の　　「職場の理解があり・休むことに不安がない」は

あった行事など（運動会、遠足、家庭訪問、個人面談、26．4％であった。また、選択肢「その他1の自由記

保護者会やP　TA活動」地域の子ども会およびその役　載には「職場の理解はあるが気を使うj20件・　「仕

員会、ほか健診、予防接種など含む）すべての回数・　事がら休めない』14件・　「当然とまではいかない・

そのうち実際に参加した回数、そのために仕事を休ん　仕方がないというところ」8件・「休めぱ無収入j4

だ日数を記入してもらい、表2に示した。各回数は　　件など休みにくい状況の率直な意見がみられた。

子が2人以上の場合も、すべてを含めた世帯合計とし、

仕事の半日休みは0．5日として計算した。

　1年間の合計行事回数の1世帯平均は13．9回、実際

に参加した回数の平均は10．8回、そのためにとった

休暇日数は母3．9日、父0．8日であった。一年を通じて

最も多いのが、学童保育関係U．7回、次が小学校関

係10．2回、，保育園関係8．9回となっており・保育園児

と小学生が両方いる世帯の負担が多いことが分かる・

　過去夏年間に子どもの病気のために休んだ日数は母

9．0日、父1．9日あり、行事分をあわせると・母12・9日・

父2．7日である。母のとれる年次有給休暇の平均は

16・1日であったので、母親は休暇の約80％を子ども

のために使っている。

　以上のような状況で、これらの行事のあり方につい

ての意見を求めた。回数についてく子どもにとって＞

は「適当である』が92』0％であるのに対し・く親に

とって＞は「適当である」74．8％で、　「多すぎる」

が21．4％であった。 表3クロス集計結果からみると、

母が「フルタイム勤務」の場合、 「子どもの数が2人

以上』の場合、親にとって行事回数が「多すぎる』が

他に比べ多くなっている。

　保育園行事の内容について、主催者別く園か保護者

会か＞、対象別く子どもが主役か、親対象か＞に意見

を求めた。「いずれも子どもの養育上必要」とする意

見が多く、〈子どもが主役の行事＞の場合、園主催で

84，1％、保護者会主催で63．6％が肯定的である。一

方〈親対象の行事について＞は、　「必要である』は園

主催50．5％、保護者会主催42，9％とやや支持率が下

がり、　「働く親に配慮し日程や時間を考えてほしい」

が園主催に対して24．5％、保護者会主催に30％みら

れた。

　＜子どものために行事などで仕事を休むことについ

て＞の意見（表4、複数回答）は、、「育児責任のあ

る親が子どものために休むのは。当然である」47，1

％が最も多く、「子どものために仕事を休むことに対

して、自分自身に抵抗がある』 は9．3％、』「長期的に

3、育児や看護のための休暇制度の実態
　く生後1年間の育児休業は除いて、職場に育児や看

護のための休暇制度があるか＞では「あり」母17．6

％、父10・6％、，日数は回数などの条件つきで年間3、・

365日まで、さまざまであったQ
　育児期間中のく就業時間の短縮＞は、　「で毒る』が

母35．3％、父12．9％で、＜短縮できる期間＞は母は

平均で「子が1歳7．3カ月になるまで」、父は平均で

「子がL歳7，8ヵ月まで』であった。

4．育児休暇（育児時間）制度についての意見

　表5＜育児のための休暇や育児時間が認められる

と、子どものための行事などに参加しやすくなると思

いますか、すでに制度がある場合は参加しやすいです

か＞では「はい』67．7％、　「いいえ』9．7％と1「はい」

が70％に近いものの、無回答が22．6％あり、一概に

は答えにくい状況が認められた。「いいえ』の理由は

「仕事量が変わらないi　「代替え要員なし』 「昇進に

差し支えるjなど厳しい就業状況が読み取れた。

　一方、表6の自分の就業条件とはなれた〈育児の
ための休暇や育児時間の制度はあった方がいいと思い

ますか＞との問には「はい」が83．5％と多くなり、

「いいえ」3．6％、無回答12．9％である。賛成意見の

自由記載の主なものは「当然あるべきj27件、「気

兼ねしないで休めるj14件、　「休み中の保障（賃金・

代替え要員・昇進昇給）希望」13件、　「時短の期間

延長希望」10件、　「不平等感持たれないよう、制度

にバリエーションを110件《　「父母区別なく」7件、

「女性のため必要」4件、などであったQ

5．その他、自由記載について

　最後に仕箏と子育ての両立に開する自由記載を求め

た結果、主な内容は以下のとおりであった。

1）保育需要についての要望　：35件
　　延長保育、24時間保育、土曜日曜・．祭日 の
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　　保育、病児保育、学童保育の時間延長

2）病気、健診のための休暇必要　：26件

3）ゆとりのない生活実態について：17件

4）保育内容に関する不満、要望　：16件

5）社会全体に理解を求める意見　：12件

6）平日の学校行箏に対する不満　：U件

w　　考　　察

　ここで子どもが小学生一人と保育園児一人のふたり

いる家族を想定してみたい。表2から、1年間の親と

しての社会的活動は単純に計算して、保育園関係8．9、
回、 小学校関係10，2回、学童保育11．7回、健康診断

1・8回・予防接種2．7で計35．3回である。これに子ども

会のある地域は更に6．8回加算される。これをすべて

こなすのは仕事を持つ親にとって、かなりの負担と思

われた。

　しかし、調査結果で平均値としては1世帯年間

13．9回であり、これらの行事などの回数に対して「適

当である」と答えた人が多かった。保育園行事につい

ても「子どもの養育上必要である」が多：くあるように、

親が子どもの養育に必要な活動に関心が高く、積極的

な姿勢が認められた。ただし、子どむが2人以上の場

合、バート勤務よりフルタイム勤務の場合には「親に

用するか、両親が均等に利用するかで》．制度の活かさ

れ方が異なることが指摘された。「働き続ける女性の

ために制度は必要」とする意見と、　「制度ができても

母親が休むことが多けれぱ職場での立場が悪くなり、

かえって女性の社会進出を阻害する」という意見であ

る。前者は「家庭責任は女性が主に負って働き続ける」

という選択であり、後者は「育児を仕事上のハンデに

したくない』という選択である。いずれも、1995年

4月わが国でも漸く批准されたI　L　O「家族的貴任を

有する労働者条約jの理念との乖離を感じざるを得な

い。　「男女労働者が家族的責任を果たすことを保障さ

れる働き方を社会的に認めよう』とする同条約の理念

の普及を望みたい。

V　　　おわ　り　に

とって多すぎるjと感じる人の割合が多くなっており、ることは当たり前という社会全体の意識改革が望まれ

保育園や学校で平日に行われる行事に対する不満も目　る。

立った・・　　　　、　　　しかし、安心して休むためには、賜の不平等虚
　「行事などの回数が適当」との答えが多い一方・「育　なくすことが必要との指摘もあり、全体の時短が同時

児責任のある親が・子どもの行箏などで仕事を休むの　進行することが望ましい。また、子どもの
いる人のみ

は当然である」とした親は約半数であり・・仕事を休む　でなく、各人がその時の状況に応じて平等に様々な福

ことに後ろめたさを感じている親は少なくなかった。　利厚生サービスが受けられるシステム、カフェテリア

　休みにくいとした意見には、代替え不可能な仕事や、ブラン等も一考されるべきであろう。

自営業など休むことに対して収入の保障がない例があ

る。この場合の保育需要は多様であり、病児保育や時　　　　　　　　　　　謝　　、辞

間外保育の充笑の必黙が醸・確諮れた。　　調査にあたってご協力を頂いた、保育騨幅各位、
　また・「現在ある休暇は病気のためにほとんど使っ　保護者各位、愛育研究所　庄司順一氏、須永進氏、愛

てしまうので・看護休暇が必要』との意見もみられた。育会　曽根秀子氏に感謝いたします。

すなわち、病気や健診、予防接種のための休畷が認め

られれば、従来の有給休暇を子どものための社会的活
動に利用するゆとりがもてる親もあると思われた。

　「育児休暇・育児時間の制度化」には84％が賛成し

ていたが、社会全体の考え方が変わらなければ、実際

には休暇も育児時間も取りにくいという懸念が制度イヒ

賛成派にも反対派にも認められた。

　制度化‘；関する自由記載では、制度を母親が主に利

　子育てに関する親としてあ社会的活動の量について

は、その必要性ゆえに肯定的に捉える親が多いが、そ

のために「仕事を休むのは当然』と考える親は約半数

であったQ

　育児休暇・育児時聞制度の必要性は84％が認めた

が、制度ができても職場の理解が得られなければ｛実

際は休めなかづたり、休み方が父母の間で不均等にな

る懸念があり、子どもあるいは家族のために休暇をと

　　　　　　　　　文　　、献
1）病児保育の二一ズとその対応に関する研究班＝病

時デイケァ・バイロヅト事業調査研究最終報告書、日

本総合愛育研究所、頁23、1993。

2）糸久八重子：育児休業法、労働教育センタ味
1990

3）N　H　K放送文化研究所：国民生活調査、L995
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表1　母親の勤務時間状況 （無回答を除く～％横）

合計

女台業時亥りと終業時亥口 勤務時間の変更

毎日大体同じ 多少異なる かなり異なる 自由にできる 多少できる できない

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％

会社員 147、 上10 74，8、 31 21．⊥ 6 4，1； 9 6．1 53
36．1

84
57．1

教師 39 25
64．1

13
33．3 1 2．6 一 一

8 20．5
31

79．5

保母 15 4 26．7
9 60．0 2 13．3 一 一

5 33．3
10

66．7

看護婦 53 33
62．3

12
22．6 8 15．1 1 1．9 9 17．0

43
81．1

その他の常勤 71 53
74．6

一一 5 21．1 3 4．2 3一 、4．2 12
16．9 56、 78．9

常勤合計 325 225 69．2 80
24．6

20 6．2・ 13 4．0 87 26．8
224

68．9

パート 112 78
69．6

26
23．2 7 6．3 10 8．9 65

58．0
36

32．1

その他 78 29
37．1

22
28．2

18
23．1 u 工4．1 38

48．7
19

24．4

表2
過去1年間に親が参加する必要のあ6た社会的画（行事など）の回数

行事などの回数

過去1隼間）

左記のう ち参加

レた回数

そのために仕事を休んだ日数

、母 父

回数平均 件数 回数平均 件数 平均 件数 平均 件数

保育園関係 8．9 456 7．4 446 2．4 428 0．7 342

幼稚園 関 係 4．0 6 ・4，0 5 2．8 6　 』2．4 5

小学r校 関係 10．2、 139 7．4 137 3．5 131 0．5 94

学童 保育関係．． 11．7
58 9．6 56 0．9 41 0．5 32

中学校関係 6．3 ．15 3，7 15 2．3 16　 0．2 10

地域の子 ども会関係 6．8 37 4．6． 38 0．6 22 0．1 19

健康診査 1．8 146 1．7 115 1．1 125 0．2 75

予防接種 2．7 176 2．6 141 1．4
147 O．3

91r

そ　の・他 4．7 13』 3．7 11 2．4 15　 O．6 9

合計平均 13．9
527

10．8
527 3．9 515 0．8 479
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表3　親にとっての行事の回数に関する意見クロス集計（母職業の不明を除く、％横）

多すぎる 適当である ・少ない 不明・非該当 計

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％

計 113 2L4 394
74．8 5 0．9 15 2．8 527

100．0

フルタイム 79 24．合 232
71．4 4 1．2 10 3，1 325

100．0母職

パート 21
18．8

90
80．4 一 1． 0．9 112

100．0

業 その他 13
16．7 62・ 79．5 1 1．3 2 2．6 78

100．0

子ども数 1人 28
13．1

173
81．2 4 1．9 8 3．8 213 ユ00．0

2人 64 27．0． ．工67 70．5 1 1．7 5 3．4 237
100．0

3人、 20
27．4

51
69．9 － 』

2 2．7 73 エ00．0

4・人 1 25．0 3 75．0 9 　　　甲
4 100．O

表4　行事などで「仕事を休む」ことについて（重複回答あり）

件数 ％ 1
1．育児責任のある親が子どものために休むのは、当然である。 248

47．1

2．職場で非難されたり、迷惑をかけるので気を使う。 159
30．2

3，職場の理解があり、休むことに不安がない。 139
26．4

4．子どものために仕事を休むことに対して、自分自身に抵抗がある。 49 9．3

5．長期的に見ると昇進などでデメリットがあると思う。 26 4；9

その他 91 1713

無回答 23
4．4 1

合　計 732
一

表5．現行の有給休暇以外に育児のための休暇や育児時間が認められると、子どものた菌の行

　　事などに参加しやすくなると思うか、すでに認められている場合は参加しやすいか

はい 　　、い尺 無回答 合計

人数 357 51 119 527

％ 67．7 9．7 22．6 100．0

表6　育児のための休暇や育児時間の制度はあった方がいいと思いますか

はい 　　｝いス， 無回答 合計

人数 440 19 68 527

％ 83．5 3．6 12．9 100．0
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育児時間・育児休暇に関するアンケートσ）お願い

　現在、仕事と子育ての両立を社会的に支援するため、保育や育児休業制度の充実がす

すめられていますが・ 子どもが健やかに育つためには・よりきめ細やかを育児支援が必

要と思われます。 養育者（親）は子どもの成長に応じて、どのようなかかわりが必要か、

今回は1年間を通して公的な行事を中心に育児にかかわる時問を調べ、育児のための休

暇や就業時間の短縮の必要性についてご意見をうかがいたいと思レ」ます。

　ご回餐内容は研究目的のみに使用し、プライバシーは厳守いたします。

　母子世帯、、父子世帯の場合恐れ入りますが、記入できるところのみご回答願います。

なお、過去嬬関する設問には、記録を見るなどしてできるだけ思恥出してζナ記入くださ

いますよう、よろしぐ齢廉レ≦申し上げます。

日本総合愛育研究所　母子保健研究部　斉藤　幸子

　　　同　　　　　調査研究企画部 庄司・順一
母　子　愛　育　会　嘱 託医　　　曽根秀子

＜お問い合わせ先＞　貿03・3473－8342斉藤

Q1　ご記入者と園児のご関係は 1）母　2）父　3）その他（ ）

Q2　ご記入者の年齢 （ 〉歳・

Q3　お子さん 〈園児を含む）すべての性別と年齢などをお教えください。

　 一番右のカッコ内は下欄、四角の中から現在通6ているところをお選びください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　手下欄から選んで番号を紀入
　　　第一子一（男　・ 女）ま 　　”ン歳 （　　　　）
　　　第二子一（ 男・女）（　　）歳（ 　　）
　　　第三子（男』女）（　 ）歳（ 一　　）

　　＿第四子』（男　・ 女・ ）（　　・）歳（　　　）

i）公立保育園　2）私立認可保育園　3）無認可保育園　4）保育ママ　 5）幼稚園二

6）小学校　7）中学校　8）その他（具体的にご記入ください。在宅㍉ペビーシッ列等含むy

＊ ご家族について伺います

Q4　 同居しズいるご家族の人数 i（ ）人

Q5　お子さんと同居している人

し

ほ．父　2．母　3，祖母　4．祖父
ロ

14．兄　5．．姉　6．弟　　7．妹
　

i8．その他（　　　　　　　　）

＊次はお仕事についてうかがいます　→→→
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お母さん、お父さんそれぞれの勤務についてA欄の番号を選んで右欄にご記入ください。

A欄　↓ 母 父

Q6ご職業は
フルタイム勤務の方は1～5からお選び
ださい）

1．会社員　2．教師　3．保母　4．看護婦　5，その他

フルタイム職員　6ノ｛一トタイム職員

．．自営業　8．自由業　9．その他、

Q7　仕事をなさる場はどこですか。 1．自宅外　2．自宅内　3．単身赴任中

Q8r仕事の始業時刻と終業時刻（残

業も含む）は一定していますか。

L毎日大体同じ
．日によって多少異なる

．日によってかなり異なる

Q9始業時刻と終業時刻はご自分で

決めなり変更したりできますか5

L自由にできる　2．多少できる

3．できない

Q10日曜日や祝祭日に仕事をなさ
いますか。

1．いつもする　2．時々する

．しない

Q11　夜勤はありますか。 エ．なし 　　　2．あり

夜勤ありの場合1か月の回数を記入ください→

Q12　1週間の合計労働時問は 平均的な週の数字をご記入ください→

Q13　職場まで片道の通勤時間は 分単位で数字をご記入ください→

1、過去1年間にお子さんのために親が参加する必要のあった行事すべて（運動会、遠足、

家庭訪問、個人面談、保護者会やP↑Aおよびその役員会、など含む）の回数をA欄に、二蛎

そのうち実際に参加した回数をB欄に、C欄にはそのためにお仕事を休んだ日数をご記入
ください。C欄の場合半日休みは0，5日として計算してください。お子さ・んが2人以土“｛F

らっしゃる場合も、すべてご記入ください。

A欄 B欄 c欄』∵ぐ’”占

行事などの回数
過去1年間）

左記のうち参加
した回数

行事などのために仕事を

休んだ日数

母 』父

保育園関係
幼稚園関係
小 学 ・校『関係　！

学童鳶．保f育．関係

中学校関係
地域の子 ども会関係

健 康［診 ．査

辛 防接．種

その他．（ 　　　　〉

その他（　　　　　）
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2．・父母に代わって行事などに参加して‘れる人がいましたか。

1）なし　2）同居の祖父母　3）別居の祖父母　4）その他（ ）

3，設問1．の行事などの回数について、お子さんのためを考えるとどのように思います

　 か。

　　　1） 多すぎる。　　　　　2）　適当である。

　　　3）　少ない（親が保育や敦育にか傘わる機会はもづと多い方がよい）。

4．設問1，の行事などの回数について、親にとってはどのように思いますか。

1）　多すぎる。・ 1　　2）　適当である。

3）　少女い（親が保育や教育にかかわる機会1まもっと多い方がよい）。

5　設問1．の秀事などの内容や実施方法についてはどう思われますか・主催別に四角の

中か ら選んで、カ、ッコ内に番号またはその他のご意見をご記入ぐださい。

㌧1）、園主催グ）子どもが主役の行事　　 （　）その他→・（ 二r 　　　　　　　　）
2）園主催の規のための行事『　　　　（、）その他ナ（ 、　　　 　　　 ）

3）保護者会主催の子どもが主役の行事（・）その他→（　　　　　　　　　　　）
4） 一保護者会主催の親の会合や役員会　　（　）その他→（　　㌃　 ．1 　　　r）
5）1》㌧4）以外で気にな為行事がありましたら主催別と行事およびご意見をご記入くだ

　さい（ …　　　　　　　 r、－ 　’　　）
　　　 （ 　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　（　　r　　　　　 　　　　　　　　 　…　　　 ・　　　　　　 ）

①いずれも子どもの養育上必要である。

②　内容が不適当と思われるものがあるじ

③働く親に配慮し、日程や時間を考えてほしい。

④その他

へ6． 行事など ぞ「仕事を休む」ことについて、．該当する項目に○をおつけくだざい。

1）育児責任のある親が子どものために休むのは・当然である。
2）子どものために仕事を休むことに対して、自分自身に抵抗がある。

3）職場で非難されたり・迷惑をかける ので気を使う。．

4）長期的に見ると昇進などでデメ リットがあると思う。

5）職場の理解があり、休むことに不安がない。

6）その他→（ ）

7．過去1年間にお子さんσ）病気のたφに、何日お仕事を休まれまレたか。

お母さん（ ）日 お父さん（ ）日
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以下8～11は被雇用璽給与所得者のみお答えください。自営業、自由業などの方は、

12にお進みください

8、自由にとれる有給休暇は年間何日あり1まずか。　　　　母（　）1日　父（　）日

9，上記8でお答えの休厳以外に育児や看護のために休める休暇制度がありましたら、以

　下にお答えください（生後1年間の育児休業は除きます）。該当する制度がない場合は

　次の設問10にお進みください。

お母さんの勤務先 お父さんの勤務先
9・1休暇制度の名称

9・2　年間何日ですか 日／年 日／年

9・3 賃金保障はありますか
1）は糖→給与の（　）％

）いいえ（無給）

1） はい→給与の（　　）％

）いいえ （無給）

9・4その制度を利用レましたか
1）はい　2）いいえ→理由

（　　　　　　　　　　 ）

ユ）1まい　2）いいえ→理由

　　　　　　　　　　）

10，育児期間中、就業時間の短縮ができますか。できない場合は次の設問11にお進み
　ください。

お母さんの勤務先 お父さんの勤務先

10－1お子さんが何歳になる

まで短縮ができますか
歳　　カ月 歳　西月・

1α2正規の時間に比べ何時
短縮されますか

時間　／日 時間．ノ日

10－3賃金保障はありますか 1）はい一申給与の（　）％

）いいえ （無給）

1）はい→給与の（　）％

）いいえ（無給）

10・4　その制度を利用しまし

たか

1〉はい　2）いいえ→理由

　　　　　　　　　）
1）はい　2）いいえ坤理由

　　　　　　　　　）

11、現行の有給休暇以外に育児のための休暇や育児時間が認められると、子どものため
の行事などに参加しやすくなると思いますか。すでに認められている方は参加しやすい

　ですか．

　　1）1まい2） し・いえ哩申（　・　　　　　　）

12湾児のための休暇箪児翻の制度はあづた方がいいと思い ますか．

　　1）はい一ご観（ 　『　　　　　1 　）
　　2）　いいえ一　理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

13，仕事と育児の時閏配命などにういて日頃感じセいら6しゃる之とがおありでしたら

余白にお書きください。保育園や学樫など公的機関に対するご要望でも結構です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊ご協力ありがとうございました。
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